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◆主要財務データ

◆市の財政的関与
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◆団体基本情報

所管
部局

環境局

総務課

所在地 〒981-3111　仙台市泉区松森字阿比古７番１

電話番号 FAX番号022-218-2050 

代表者職氏名 代表取締役社長　中塚正志

022-218-2052

評価対象決算期 令和6年4月1日～令和7年3月31日

市の出資額（割合）

千円

千円

④職員数

②常勤役員平均年齢

③常勤役員平均年間報酬 千円

％）50,000 千円 50.0

0

　　市退職者

⑤職員平均年齢

⑥職員平均年間給与

47.5

0

0

うち市派遣

47.2

千円

0

3,515 千円3,573

⑤市からの債務保証に係る債務残高 千円

千円

99.72

千円 141,741

千円

⑧長期借入金残高

100,000 千円

0

④市からの借入金

1,621,414

100,000

1,741,635

0

887,265

82,596千円

787,265

99,912

100,873

千円

千円

⑥市からの損失補償に係る債務残高

千円

0

0千円

0

0

千円

千円

％

千円

％

0 千円

100,000

千円

千円

令和6年度

0 千円

104,817

令和6年度

99.68

965,861 千円

865,861

83,470

千円

0

0 千円

99.72

千円

千円

691,353

千円

137,127

⑦純資産

146,136

0

％

47.4

千円

②経常利益

①市からの補助金

③市に対する収入依存度

②市からの委託料（指定管理料含む）

⑤利益剰余金

千円

千円

791,353

0

0

③当期純利益（税引後）

⑥資本金

千円

0

①営業利益

104,961④繰越利益剰余金

153,152

3,556

0

0

257

令和4年度 令和5年度

256

千円

千円

千円

千円

千円

令和5年度

1,681,980

千円 千円

千円

142,937千円

千円

千円

令和4年度

146,910

0

設立年月日 昭和59年5月26日

261

令和6年度

基本財産等 100,000 千円

①常勤役員数

うち市派遣

　　市退職者

令和4年度

2

0

2

設立
目的

仙台市の指導を遵守し公共性の確保に努めながら，生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図るた
め，事業を営むことを目的とする（定款）

事業
概要

令和６年度は仙台市からの受託事業である，缶・びん・ペットボトル・廃乾電池類収集運搬業務，
同選別業務を滞りなく実施した。その他，一般廃棄物処理施設等管理運営業務，缶・びん類の売払
い業務，仙台市葛岡工場処理手数料徴収業務等に加え，自主事業として引き続き犬猫等の骨壺・骨
箱等の販売業務，静脈物流限定活きびん用レンタル箱事業を行っている。

令和5年度

62.0 63.0

0

2

2

0

2

4,977 千円

63.0

4,866 千円4,838
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◆主要事業一覧及び概要

◆経営評価の総括

中期的には経営の安定が見込め
るが，長期的な視点に立った場
合，ノウハウの確実な継承や均
一化を図るための人材育成は元
より，業務や資産活用の見直し
による経営効率化が必須と考え
られるため，今後も引き続き計
画的に取り組まれたい。

缶・びん・ペットボトル・廃乾電池類収集運搬，
同選別業務等の受託業務を滞りなく行い，仙台市
のごみ減量リサイクル施策の一端を担うべく努め
てきた。今後とも長年培ったごみ減量リサイクル
に関する様々なノウハウを最大限に生かし，市民
サービスの向上に努めるとともに効率的な事業運
営を進める。

同社はこれまでに蓄積した独自
のノウハウを活かし，缶・び
ん・ペットボトル等の収集・選
別業務を適切に遂行することに
よって，社会的要請の強い「資
源のリサイクル」に寄与してい
る。

外郭団体による総括 所管局によるコメント

２．業務・組織管
理

正社員については，資格取得等の研修により専門
的能力の向上を図っているが，非正規社員の業務
管理や作業ノウハウの継承等が今後の大きな課題
となっている。人材育成等について，パートタイ
マーからの社員登用制度により，モチベーション
の向上を図り業務体制の見直しに取り組んでい
る。

引き続き業務体制の見直し等を
行い，ノウハウの継承や専門的
能力の向上等に取り組まれた
い。

13期連続での黒字決算となって
おり評価できる。財務基盤の更
なる強化に向けて，自主事業の
拡充等に取り組まれたい。

項目

４．今後の方向性
及び課題

令和6年度は，最低賃金の上昇に伴い，人件費，そ
の他費用が増加したものの，業務委託料の増加に
より平成24年度から13期連続黒字経営となった。

１．公益的使命・
市が期待する役割
への対応

今後4年間は収集運搬業務委託契約が継続されるの
で，安定的な経営が見込まれている。ここ数年に
わたり増加する退職者対策として，パートタイ
マーからの正社員登用を進めているが，社員の定
着や人員構成の不均衡の是正，ノウハウの継承が
課題になっている。今後とも車両及び人員の適正
な配置や，技術の継承に努め，より効率的，効果
的な事業運営について検討を進める。

３．財務状況

503,045 千円

千円

缶・びん・ペットボト
ル・廃乾電池類選別業
務

仙台市一般廃棄物処理基本計画及び仙台市分別収集
計画により缶・びん・ペットボトル・廃乾電池類を
市の所有する選別施設において選別業務及び管理業
務を行う。

704,513
缶・びん・ペットボト
ル・廃乾電池類収集運
搬業務

仙台市青葉区，宮城野区，若林区，太白区の生活ご
みのうち，分別排出される缶・びん・ペットボト
ル・廃乾電池類を日程表に基づき収集し，市が所有
する選別施設への搬入を行う。

事業名 事業概要 令和6年度事業費


